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○ホームページ／ＮＥＷＳからダウンロードする場合

　・ダウンロードを実行後、「名前を付けて保存」を選択し、デスクトップに保存してください。☞ 「HIS_tool.ZIP」（圧縮されていますので、解凍してください。）

○事前にＣＤ送付をお申し込みいただいている場合は、お届けしたＣＤを開き、「HIS_tool」フォルダをデスクトップに複写してください。

○デスクトップに貼り付けた HIS_tool フォルダには、以下のファイルが格納されています。

【注意】上限価格の取り込みがすべて終わっていることを前提としています。
　　　　↓システムタブ／商品平均価格取込キーをクリックして確認して下さい。以下のようになっていることが前提です。

・2019年10月適用分については、エクセルが２つのシート構成と
　なっています。ホームページ／ＮＥＷＳより、取り込み手順書を
　ダウンロード後、１シートに統合したうえで取り込んでください。

・拡張子が .xls (Excel97～2003ブック)では取り込めません。
　シート統合の際、ご注意ください。

・2020年1月適用分は、昨年同様１シートですので、ダウンロード
　したものを直接取り込むことができます。

※適用年月毎の件数が異なっている場合、お手数ですが上限価格のデータを
　再度、取り込み直してください。
　当処理は、単に取り込むだけの処理ですので、再処理していただいても
　まったく問題はありません。

1 　ツールのセットアップ

［ 1／5 ］

適用年月毎の件数が、この表

の値と同一であることを確認

してください。 



(1) 出力レイアウトと、項目説明

(2) 項目説明

商品マスタのキーとなる項目（重複なし、未設定なし）※当リストでは、全商品が対象
商品名称をそのまま表示
課税区分 →「課税区分必須選択」となっている場合、「必須」と省略
TAISコードを表示
商品登録画面で「取扱区分」を「停止」としているとき、「停止」と表示
メーカー名を表示
登録されている「標準直販売上単価」を表示 → 税込み単価
課税、必須：標準直販売上単価 ÷ 108 × 100 [端数切り上げ]
非課税　　：標準直販売上単価
課税、必須：標準直販売上単価 － （標準直販売上単価 ÷ 108 × 100 [端数切り上げ] ）
非課税　　：ゼロ
課税、必須：（標準直販売上単価 ÷ 108 × 100 [端数切り上げ] ）× 0.1 [端数切り捨て] ）
非課税　　：ゼロ
H列 × 1.1 [切り捨て]　※非課税品は1.02倍 → 非課税品も含めて全品、２％を価格転嫁したケース
（K列 ÷ 10 [切り上げ] ）× 10　※単位数として設定できるように、10円単位の値（=単位数）に丸める
適用開始日 = '2018/10/01'のものを抽出し、その上限価格をセット
10円単位に丸めた値が N列 を超過したとき、"Over" と表示
適用開始日 = '2019/10/01'のものを抽出し、その上限価格をセット
10円単位に丸めた値が O列 を超過したとき、"Over" と表示
適用開始日 = '2020/01/01'のものを抽出し、その上限価格をセット
10円単位に丸めた値が Q列 を超過したとき、"Over" と表示

(3) 補足説明

非課税品も1.02倍とした場合、いくらになるかの試算
税込みで、20円の値上げ ☞ 価格転嫁 ＋2円
税込みで、80円の値上げ ☞ 価格転嫁 ＋6円
税込みで、100円の値上げ ☞ 価格転嫁 ＋7円

※「消費税増税分を価格転嫁する」場合、非課税品は対象外ですが、ここでは1.02倍 とし転嫁した額を試算しています。取り扱いにはご注意ください。
※1点10円であるため単位数に換算した結果、元の税込み単価の 2%増 となり、実質増税分以上の価格となりますが致し方ありません。説明時にはご注意ください。

［ 2／5 ］

補足説明

課税品、5,000円 の場合 4,630 370 463 5,093 5,100
課税品、4,000円 の場合 3,704 296 370 4,074 4,080
課税品、1,000円 の場合 926 74 92 1,018 1,020

価格転嫁 10円単位丸め
非課税、4,000円 の場合 4,000 0 0 4,080 4,080

ケース 税抜単価 8%消費税 10%消費税

Ｑ R02/01上限 上限価格データ

Ｏ R01/10上限 上限価格データ

L 10円丸め 計算値

N CHK1

Ｐ CHK2

J

G マスタ単価 商品マスタ

E 状態 商品マスタ
F

10%税 計算値

2 　1_商品CHK.DQY ～ 仕様説明

メーカー 商品マスタ

C 課税区分 商品マスタ
D TAIS_CD 商品マスタ

商品マスタ
B 商品名 商品マスタ

表示条件

Ｒ CHK3

列 列名 元データ
A 商品CD

H 税抜単価 計算値

I 8%税

M H30/10上限 上限価格データ

K 価格転嫁 計算値

計算値



(1) 出力レイアウトと、項目説明

(2) 項目説明

契約明細にある顧客コードから、顧客マスタに登録されている事業者コードを引用
A列の値から、自社マスタの事業者名称を引用
顧客コード → 抽出条件：契約終了日が空値のもの（契約として有効なもの）
C列の値より、顧客氏名を引用
顧客マスタに登録されている担当者名
受付修正画面に登録されている担当者名
契約開始日
商品コード
登録区分（デモ、キャンセル、取置）
売課税区分の値より変換　"1"：課税、"２"：非課税
売価
売価消費税
原価
原価消費税

(3) 補足説明
・当ツールでは、実行時点で「契約終了日」が空値のもの（解約処理していないもの）を対象としています。
　従って、先日付で解約している場合は対象外となり、未来日の契約データは対象となります。ご注意ください。

・当ツールの結果と、前ページの結果を合体させたものが次項「3_価格simu.DQY」となっていますので、当ツールを単独で実行する意味はありません。

・登録区分もそのまま表示していますので、「3_価格simu.DQY」ではフィルタで不要な行を削除してください。

表示条件

N 原価税額 契約情報

I 登録区分 契約情報

L 売価税額 契約情報
M 契約原価 契約情報

J 売価税区分 契約情報
K 契約売価 契約情報

G 契約開始日 契約情報
H 商品CD 契約情報

E 顧客担当者 担当者マスタ

F 契約担当者 担当者マスタ

C 顧客CD 契約情報
D 顧客名 顧客マスタ

A 自社支店 顧客マスタ
B 事業者名 自社マスタ

3 　2_契約CHK.DQY ～ 仕様説明

列 列名 元データ

［ 3／5 ］



(1) 出力レイアウトと、項目説明 ☞ 1_商品CHK.DQY と、2_契約CHK.DQY を合体させたもの

(2) 項目説明

契約明細にある顧客コードから、顧客マスタに登録されている事業者コードを引用
A列の値から、自社マスタの事業者名称を引用
顧客コード → 抽出条件：契約終了日が空値のもの（契約として有効なもの）
C列の値より、顧客氏名を引用
顧客マスタに登録されている担当者名
受付修正画面に登録されている担当者名
契約開始日
登録区分（デモ、キャンセル、取置）
契約情報に登録されている商品コード
Ｉ列の値より、商品名称を引用
メーカー名を表示
TAISコードを表示
商品登録画面で「取扱区分」を「停止」としているとき、「停止」と表示
課税区分 →「課税区分必須選択」となっている場合、「必須」と省略
売課税区分の値より変換　"1"：課税、"２"：非課税
売価
売価消費税
原価
原価消費税
登録されている「標準直販売上単価」を表示 → 税込み単価
課税、必須：標準直販売上単価 ÷ 108 × 100 [端数切り上げ]
非課税　　：標準直販売上単価
課税、必須：標準直販売上単価 － （標準直販売上単価 ÷ 108 × 100 [端数切り上げ] ）
非課税　　：ゼロ
課税、必須：（標準直販売上単価 ÷ 108 × 100 [端数切り上げ] ）× 0.1 [端数切り捨て] ）
非課税　　：ゼロ
Ｕ列 × 1.1 [切り捨て]　※非課税品も一律1.02倍している → 全品、価格転嫁したケース
売課税区分 = "1"(課税)：Ｕ列 × 1.1 [切り捨て]、"2"(非課税)：Ｕ列（税抜単価：非課税は転嫁なしとしたケース）
（Ｘ列 ÷ 10 [切り上げ] ）× 10　※単位数として設定できるように、10円単位の値に丸める
適用開始日 = '2018/10/01'のものを抽出し、その上限価格をセット、Z列が超過時、AB列にOverと表示
適用開始日 = '2019/10/01'のものを抽出し、その上限価格をセット、Z列が超過時、AD列にOverと表示
適用開始日 = '2020/01/01'のものを抽出し、その上限価格をセット、Z列が超過時、AF列にOverと表示
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AC
AE

AA

R02/01上限 上限価格データ

Y

H30/10上限 上限価格データ
Z

R01/10上限 上限価格データ

課税転嫁 契約情報
X

10円丸め 計算値

W 10%税 計算値

一律転嫁 計算値

U 税抜単価 計算値

V

S
T

8%税 計算値

Q

原価税額 契約情報
R

マスタ単価 商品マスタ

O

売価税額 契約情報
P

契約原価 契約情報

M

売価税区分 契約情報
N

契約売価 契約情報

K
TAIS_CD 商品マスタL

MST課税区分 商品マスタ
状態 商品マスタ

I
商品名 商品マスタJ
メーカー 商品マスタ

G 契約開始日 契約情報
H

商品CD 契約情報
登録区分 契約情報

E 顧客担当者 担当者マスタ

F 契約担当者 担当者マスタ

C 顧客CD 契約情報
D 顧客名 顧客マスタ

A 自社支店 顧客マスタ
B 事業者名 自社マスタ

4 　3_価格simu.DQY ～ 仕様説明

列 列名 元データ 表示条件



■商品マスタ単価を自動計算した結果、現在有効な契約と突合することで、売上高がどのように変化するのかを概算で把握することができます。

(1) 3_価格simu.DQY を作成してください。
・この表は、現在有効な契約データ（終了していない継続中のもの）をベースとして、前ページの商品マスタから算出した価格転嫁後の単価を突合させたものです。

(2) 各列の合計を取得してみてください。

※Z列は、X列をベースに丸めています。

■注意事項■

・当エクセルツールをご使用いただくことで、別途用意いたしました「消費税対応～支援ツール／商品単価メンテナンス」画面にて、入力作業を効率よく行う
　ことができます。

・2_契約CHK.DQY は単独でお使いになることはありません。（3_価格simu.DQYのベースデータとなるもの）
　すべては「3_価格simu.DQY」に含まれています。フィルタで不要な行を削除する場合、「3_価格simu.DQY」のエクセルで実施してください。

・３つのDQYは、それぞれが単独のエクセルを開きます。関連性はありませんので、エクセルに対して上書き修正する場合は取り扱いにご注意ください。

5 　当ツールの活用事例 ～ 自動計算結果による総売上高の増分確認

［ 5／5 ］

Ｐ列の合計は、現在有効な契約の売単価を合

計したものです。休止など半額となるケース

は反映できませんが、売上高の概算値として

使えます。 

Ｒ列の合計は、現在有効な契約の原単価を合

計したものです。休止など半額となるケース

や自社在庫分は反映できませんが、仕入高の

概算値として使えます。 

Ｘ列、Ｙ列は価格改定後の売上高概算値とし

て使えます。Ｘ列合計と比較することで売上

増額の概算値を得ることができます。 

※Ｙ列は課税品のみ転嫁した値です。 


